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₁．はじめに

1.1　研究の背景
　朝日大学では、建学の精神である「国際未
来社会を切り開く社会性と創造性、そして、
人類普遍の人間的知性に富む人間を育成す
る」ことに基づき、ウクライナ人学生の学び
を継続するための支援を行ない、2022 年 12
月現在までに 3 名が入学している［1］。また、
セイノーホールディングスが掲げる「すべて
の人に笑顔と幸せをお届けする」パーパスの

もと、ウクライナから来日した避難民に対し
て社員寮と仕事を提供し、2022 年 9 月末日時
点で延べ 10 名の受け入れを行っている［2］。
　ウクライナ人への支援に関して、朝日大学
の建学の精神とセイノーホールディングスの
パーパスが合致したことにより、西濃運輸の
物流現場で働くウクライナ人に対して、物流
ピクトグラムによる作業支援を検討課題とし
た。
　ピクトグラムは「とるべき行動が一目で分
かる」絵文字であり、非常口やトイレのマー
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クなどがある。この点において、ピクトグラ
ムは誰もが理解できるユニバーサルデザイン
であり、日本語や英語による意思疎通ができ
ないウクライナ人に対して、ピクトグラムの
活用が有効であると考えられる。ユニバーサ
ルデザインは、1990 年にロナルド・メイス
氏が提唱した概念である。戸谷（2021）［3］
によれば、バリアフリーデザインは障がい者
のニーズに合わせた設計に基づいているた
め、健常者には往々に使い難いことがある。
それに対し、ユニバーサルデザインは全ての
人が使えることが前提であり、具体的な行為
に繋がるための課題を見つけることが必要と
している。また、ユニバーサルデザインの 7
原則は、「誰にでも使用でき、入手できる」「あ
らゆる人に応じた使い方が選択できる」「使
い方が直感的に理解でき、簡単」「必要な情
報が容易にわかる」「危険がなく、安心して
利用できる」「少ない力で効率的に、楽に使
える」「利用するのに適切な広さと幅がある」
としている。
　井上（2015）［4］は、動画を使ったピクト
グラムの有効性について検討している。静止
画との違いについての受講生の程度をどのよ
うに把握するかが問題となるが、障害者に
とって特定の行為は理解しにくいものとして
取り扱われていた。井上は、「ピクトグラムは、
文字で示される言語よりも、一般の多くの人
たちにとっても理解しやすいものとなってい
る。また、漢字に比べて視認性が高いことや、
子どもっぽいデザインではないことなどか
ら、使用することに心理的な抵抗感もなく、
直観的にも受け入れられやすい性質を備えて
いる」と述べている。
　ウクライナ人だけでなく、多様な人々が働
く物流現場において、作業に不慣れな従業員
でも安全に作業できる環境づくりが必要であ
る。すでに、ピクトグラムは、絵や図形を用
いて、文字を使わずに情報を伝える手段の一

つであり、物流現場では、作業のガイドや警
告などの情報を伝えるために使用されること
がある。例えば、Ana Almeida ら（2018）［5］
は、倉庫は従業員がプレッシャーのかかる作
業をすることが多く、事故に巻き込まれるこ
とも多い環境であることから、静的な安全警
告と動的な警告の有効性を比較するために、
没入型仮想環境を使用し 14 名のボランティ
アが体験に参加した結果、倉庫などの職場な
どのそれほど動的でない状況でも、動的な警
告が行動のコンプライアンスを向上させるこ
とを確認している。

1.2　研究の目的
　物流現場の庫内作業においては、未熟練作
業者に向けたマニュアルの充実（多言語化な
ど）だけでなく、視覚で直感的に理解できる

「ピクトグラム」が有用であるものの、物流
現場への普及においては不明な点が多く、導
入には壁がある。
　そこで本研究では、熟練作業者ではなく、
未熟練作業者が安心して仕事のできる働きや
すい作業環境にするため、物流現場で効果的
なピクトグラムの活用について検討する。こ
こで言う「熟練」とは、誰かに相談しなくて
も自分でその日の作業ができるレベル、「未
熟練」とは、まだ仕事をし始めて相談しない
と作業ができないレベルである。また、「働
きやすい」とは、日本語を理解していなくて
も作業を進めることができることを言う。

₂．先行研究・事例

　ロマン・ヤコブソンが提唱した「言語的コ
ミュニケーション」には、情報の送り手、情
報の受け手、コンタクト、メッセージ、コー
ド、コンテキストの 6 つの因子がある。こう
した考えが発展し、ピクトグラムは 1964 年
の東京オリンピックを通じて日本発の発明と
して広く世界に広がった。現在では、駅や空
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港などの公共空間のサインシステムのデザイ
ンで使われている［6］。本田ら（2017）［7］の
理論では、「ピクトグラムは言語であり、挿絵・
イラストではない」としている。本田らが例
に挙げたプラハ駅でのピクトグラムにほぼ文
字が入っておらず、ヘルシンキ駅に至っては、
一切文字が入っていない。より公共性が高い
言語的コミュニケーションとなっている。誰
もが理解できるユニバーサルデザインを実現
するためには、重要な視点である。
　高齢者における特徴に関する研究として、
岩田（2014）［8］によれば、若年者（20 － 24
歳）と高齢者（65 － 84 歳）の特徴を比較す
ると、色イメージが異なることが明らかと
なったという。若年者は、Dark の色に対し
て「老いた」という色イメージを持つ。この
ことからピクトグラムへの着色は、対象者の
年齢によって捉え方が異なるため、注意を払
うことが必要であることがわかる。
　障がい者教育に関する研究として、工藤ら

（2018）［9］によれば、体感的に形を学ぶこと
が重要であるとして、「案内用図記号（ピク
トグラム）の意味、案内用図記号を含むサイ
ンの見方や使い方を就学時に学ぶことで、ど
こに何があるのかが理解されやすくなり、自
立的に行動するきっかけをつくる」と指摘す
る。このことから、ピクトグラムを導入する
際は、「見る側の特性に合わせた教育も必要」
であるといえる。
　海浜空間のピクトグラムに関する研究とし
て、山本ら（2003）［10］によれば、同じ遊泳
禁止を意味するピクトグラムでも、人間の泳
ぐ向きによって遊泳禁止の理解度が異なるこ
とを明らかにした。これは、禁止を意味する
斜めの斜線が人間の振り上げた腕と重なりサ
インの理解度を低下させたと考えられる。
　次にピクトグラムについて現場での先行事
例を紹介する。株式会社石井マーク［11］で
は、現場の危険に関するピクトグラムを作成

している（図 1）。色は黒を基調として、直
感的に危険と判断できる記号となっている。
物流業界だけでなく、どの業界においても安
全に関わる危険箇所は必ず存在する。労働災
害を防止するために、ピクトグラムは関心の
高い分野と言える。また、国土交通省では交
通専用の感染対策ピクトグラムの活用を促し
ている［12］。予防という共通した目的のため、
色は「青」を基調とし、かつ、日本人向けの
仕様のため、日本語が併記され、内容がはっ
きり理解できる点が特徴である。

₃．ピクトグラム作成

3.1　研究手法
　Sandu Publishing（2021）［13］ に よ れ ば、
ピクトグラムとは「単体でも効果的なグラ
フィックデザイン」であり、アイコンと同義
で用いられる。
　ピクトグラムの作成にあたって、大野ら

（2011）［14］の手法が参考になる（図 2）。正
方形を基本とした領域に手書きでラフスケッ
チを作成し、ラフスケッチからピクトグラム
化する。赤瀬（2013）［15］の理論によれば、
一度作成したピクトグラムは、よりわかりや
すく改良を重ねる必要がある（図 3）。改良
の方法として、図材の入れ替え、表現要素の
書き加え、表現をさらにシンプルにすること
などがある。今回の研究においても、この方
法を用いて改良を行った。
　ピクトグラムの作成は、セイノーホール
ディングスが支援するウクライナの方への社
員寮と仕事の提供を前提としていた。そのた
め、作成する項目は、私生活のルールについ
ての「身の回り」や業務内容についての「仕
事」の 2 種類とした。本研究では、一日の中
心となる「仕事」に着目した。庫内の仕事に
は、多くの許可、注意、禁止の項目があるた
め、これらに関してピクトグラムを作成する
こととした。さらに、物流現場には、定位置
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管理や歩行者専用道路などの日常の安全を確
保するルールがあり、安全に関する項目も追
加した。

3.2　作成手順
　2022 年 6 月から 7 月にかけて、西濃運輸
の人事担当者へのヒアリングをもとに、9 項
目のラフスケッチを経営学部土井ゼミの 3 名

の学生が作成した（図 4 の（見学前））。項目
ごとに、いくつかのラフスケッチを作成し、
その中から、妥当であると考えたものを選ん
だ。この時点においては、具体的にどのよう
にラフスケッチをピクトグラム化するか想像
できず、半信半疑のまま作業を続けていた。
　8 月に現場の状況を把握するため、ウクラ
イナ従業員を受け入れている相模原支店と東
京支店において物流センター（以下、セン
ター）の見学を行った。センター見学を行う
前に、覚えづらい禁止事項が存在している場
所や器具管理の徹底がされていない部分が
残っているという仮説をたて、見学時に見る
べきポイントを絞った。センター見学では、
支店長やウクライナ従業員から仕事で苦労す
る点や困っている点について、ヒアリングを
行った。センターでは翻訳機のポケトークを
使用してコミュニケーションをとっていた。
ウクライナ従業員は非常に真面目で、会社や
現場の従業員の迷惑にならないように仕事を
している印象があり、「作業の戸惑い」が顕
在化しにくいことが考えられた。
　見学によって、庫内作業におけるピクトグ
ラムとして、①定位置管理（社内ルール）、
②歩行者専用通路（安全）、③避難経路（緊
急事態）の必要性が認められた。実際にセン
ターを見たイメージとヒアリングによって、
8 項目のラフスケッチを追加で作成した（図
4 の（見学後））。また、物流現場は「阿吽の
呼吸」で回っていることがわかり、ラフスケッ
チといえどもどのように描けばいいのかがわ
からず、「ゼロから作る」ことの難しさを実
感した。
　誰でもピクトグラムを作成できる環境を想
定し、ラフスケッチからピクトグラム化する
際、専用ソフトは使用しなかった。パワーポ
イントの図形機能の四角や丸などを組み合わ
せて、動きのある「象徴的な瞬間」をイメー
ジして作成した（図 5）。細かな注意や禁止

図 1　㈱石井マークの事例

図 2　大野ら（2011）のラフスケッチの作成

図 3　赤瀬（2013）のピクトグラムの改良 
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事項などの様々な用途に対応するため、試行
錯誤を重ねた。作成したピクトグラムは、「業
務上の留意点」と「禁止事項」に分類した（表
1）。なお、表中の①～⑨は見学前、⑩～⑮は
見学後に抽出した項目である。

₄．第 1 次アンケート調査の実施方法

4.1　調査方法
　作成したピクトグラムの理解度を把握する
ために、Google フォームを用いた web アン

ケートを実施した。実施期間は 2022 年 10 月
3 日から 10 月 9 日までの 7 日間であり、西
濃運輸で働く現場職および管理職の 1 万
3,000 人を対象とした。回答のあった 2,759
件のうち、研究利用に合意が得られた 2,577
件について分析を行った。調査項目は、「ピ
クトグラムが示す意味（正答率）」と、「ラフ
スケッチに比べてピクトグラムがわかりやす
くなったかどうか（理解度）」の 2 点である。
　正答率についてはピクトグラムが示す意味
を選択肢から回答した後、大野ら（2011）を
参考に理解度を 7 段階で評価する形式で行っ
た。選択肢は正答の選択肢 1 つの他、ダミー
の選択肢 3 つの計 4 択とした。また、理解度
はラフスケッチと比べて、「とても良くわか
る」「わかる」「少しわかる」「どちらでもない」

「少しわからない」「わからない」「全くわか
らない」の 7 段階の評価尺度とした。

4.2　アンケート結果
　アンケート結果より正答率を求めた（図
5）。正答率の計算方法は、2,577 を除数とし、
4 つの選択肢から正答を選んだ回答数を割っ
た。正答率 8 割を超えたピクトグラムは「熱
中症予防」、「台車の扱い方」、「スリップ注意」
などである。正答率 8 割を下回ったピクトグ
ラムは「プラットフォームの歩き方」、「引き
取り、発送」、「他会社にもわかる表記」など
である。「仕分け番号と置き位置番号の再確
認」と「ライン引き」については、7 割未満
と低い結果となった。
　「熱中症予防」など一般的な理解がしやす
い・動作に関する項目は正答率が高いが、「ラ
イン引き」などルールや概念・現在徹底でき
ていない項目については正答率が低い。前者
は「未熟練の作業者」も理解できるが、後者
については「熟練の作業者」でなければ理解
できないと考えられる。

表 1 　抽出した 17 項目

図 4　学生による見学前と見学後のラフスケッチ

（見学前）

（見学後）
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4.3　自由記述の設問項目
　自由記述の設問項目は「選択肢があり、良
く考えればある程度わかるが、選択肢がなけ
ればわからないものがあった」、「言葉無しで
理解することは難しいため、最初の説明がど
うしても必要となる」、「長年働いている人で
あれば意味はわかるが、入社間もない社員・

アルバイト・パート・協力会社が見たら一目
で理解できるものが少ない」、「その国の人の
言語を貼った方が理解しやすいのではない
か」といった意見に大別される。これらの意
見より、想定した対象である「未熟練の作業
者」の理解が課題であることがわかった。

4.4　ピクトグラムの改良
　アンケート結果と自由記述の意見を基に、
ピクトグラムの改良を行った。例えば、正答
率 64% の ｢仕分けの番号と置き位置番号の
再確認｣ は、「数字を入れたほうがわかりや
すい」との意見があったため、仕分け番号と
置き位置番号を入れた。これにより、四角を
荷物として判別できるようになった。正答率
42% の ｢ライン引き｣ については、ライン
引きという表現が適切でなかったことが考え
られる。センターでは長尺物を取り扱ってい
るため、守られにくいルールであり、実際の
運用と合っていないという反駁の意味を込
め、辛口評価がされている可能性もある。こ
のことから、意味付けを「ライン引き」から

「通行帯注意」へ変更した。
　また、ピクトグラムの趣旨によって色を付

図 5　作成したピクトグラム、正答率（正答率が高い順）

図 6　改良ピクトグラム
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けた。「指示」は青色、「安全」は緑色、「注意」
は黄色、「禁止」は赤色とし、記号だけでなく、
色によっても意味を理解できるよう改良した

（図 6）。

4.5　評価の検証
　朝日大学大学院グローバルロジスティクス
研究会において、改良ピクトグラムについて
発表を行った。「17 項目」を抽出した経緯や

「指示」の理解度の低さと「残された課題」
について指摘を受けた他、ピクトグラムによ
る物流現場の表現は他にはないことや、黄や
黒などの色を使った表現について講評を得
た。

₅．第 2 次アンケート調査の実施

　改良したピクトグラムの理解度について、
Google フォームによるアンケートを再度実
施した。アンケートの実施期間は 2022 年 10
月 24 日から 10 月 31 日までの 7 日間であり、
アンケートの対象と調査項目は前回と同様と
した。研究利用に合意が得られた 2,412 件を
対象に分析を行った。正答率が 22％上昇し
たピクトグラムもあり、正答率は全体平均で
約 4% 上昇した（表 2）。修正や色付けの改
良によって、正答率が上がったと考えられる。
なお、第 3 次アンケート調査を実施し、意味

付けを「ライン引き」から「通行帯注意」に
変更したところ、正答率 83％（25 名が正答）
となった（図 7）。以上のことから、デザイ
ンだけではなく、その意味付けもよりわかり
やすいものに改良していくことが有効である
とわかった。

₆．本研究の結論

　未熟練の作業者が安心して働ける物流現場
には、効果的なピクトグラムが有効である。

表 2 　作成したピクトグラムの正答率と理解度

図 7　 修正や色付けの改良および意味付けを改良し
たピクトグラム
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これまで取り組んできた「注意喚起のコミュ
ニケーション」を図るためには、熟練作業者
が日頃気をつけていることの理解を深める必
要があり、阿吽の呼吸によって支えられてき
た。今回、ピクトグラムによる言語化を行う
ことで、指示・安全・注意・禁止に関するルー
ルについては、理解のしやすさ・安全を高め
るために、また捉え方が違う領域を徹底する
ために、さらなる現場改善に活用できること
が明らかになった。より働きやすい作業環境
を実現することで、動線を整えたシンプル・
スマートな空間や公共性の高い美的空間づく
りを目指すことができる。
　アンケート結果の分析から、以下に課題を
示す。
1 ）管理職や現場職などの属性によって、ア
ンケートの正答率に違いが見られた（表
3）。これは業務や行為についての意識が、
属性によって異なるためと考えられる。今
後、属性に関わらず、ピクトグラムが理解
できるように改良していかなければならな
い。
2）アンケートにウクライナ従業員や未熟練
の作業者の回答がないことである。ピクト
グラムの対象は「未熟練の作業者」を想定
しているため、対象者からの評価をピクト
グラムの改良に反映させる必要がある。
3）ピクトグラムを活用する場面や場所を検
証していくことである。作成したピクトグ
ラムの効果を出すために、センターのどこ

に掲示するべきか検証する必要がある。
4）他企業で活用する場合の汎用性の確保で
ある。今回は西濃運輸での事例を基にピク
トグラムを作成した。ピクトグラムを「誰
もが理解できるユニバーサルデザイン」と
考え、物流業界全体に波及させるために研
究を進めてきた。一企業の事例をどのよう
に他の物流企業に導入するかの検討と、汎
用性のあるピクトグラムに改良していく必
要がある。

₇．おわりに

　物流現場において、注意喚起に関するピク
トグラムは有効であるとの考えに至った。国
に対し、物流分野での外国人労働の在り方、
JIS や ISO などの各方面の団体に向けて、「物
流ピクトグラム」の普及・標準化の流れ・現
場での導入による運用、業界団体に向けて、
物流業界各社への業務内容に合わせたユニ
バーサルデザインの広報、国際基準踏襲の普
及を提言したい。
　庫内作業は、未熟練の作業者や日本語を母
語としていない人など様々な人材によって構
成されている。あらゆる人々にとって働きや
すい職場づくりについて、ピクトグラムの観
点から効果検証を行った。西濃運輸では今後、
ピクトグラムをイントラなどで全店に公開す
る。各店所で注意喚起する場所への掲示、社
内報での紹介、輸送品質部や監査室、人事部
と共有の上、マニュアルや作業動線、ドライ
バー基本ハンドブック、安全に関する通達（労
働災害情報）等への記載が予定されている。
また経営戦略部や関係部署によって、新店の
建築やリノベーション、ホーム修繕の塗装と
いった取り組みへの活用も予定されている。
協力頂いた一企業での研究であるが、課題を
解決し物流業界全体に波及させていきたい。

表 3 　各属性のアンケート正答率
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